
粗抽出アレルゲンを構成するタンパク質分子
（Molecular）のことをアレルゲンコンポーネン
トあるいは単にコンポーネントとよび、コンポー
ネントを利用した臨床研究やその応用を
Molecular Allergologyといいます。
ω-5 グリアジンはリコンビナント技術で作製され
た小麦アレルゲンコンポーネントのひとつです。

ω-5 グリアジンオメガファイブ

ンパク質分子パク質分子

より安全、より正確な
小麦アレルギー診断のために

ω-５ グリアジンとは？

アルコール
可溶性分画

アルコール
不溶性分画

グリアジン
（α、β、γ、ω） グルテニン

塩不溶性タンパク
（グルテン）

小麦の塩不溶性分画に含まれるタンパク質の一つで、Tri a 19
というアレルゲン名が与えられています。ファディア社の［ω‐５ 
グリアジン］は、リコンビナント技術で作成された初めての特異
的IgE検査薬です。一般にリコンビナントアレルゲンは、原料か
ら精製したものと必ずしも同等のIgE結合能を有していない場
合がありますが、ファディア社のリコンビナントω‐５ グリアジ
ンは、精製アレルゲンとほぼ同一のIgE結合能を有しています。
ω-５ グリアジン特異的IgEは臨床的特異度に優れており、血液
検査による小麦アレルギー診断の精度を向上させると期待さ
れています。

グリアジン グルテニン グルテン

牛乳アレルゲン
コンポーネント
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オメガファイブ

卵白や牛乳の
アレルゲンコンポーネントも

ご利用可能です

卵白アレルゲン
コンポーネント

オボムコイド（Gal d 1）は卵白の主要タ
ンパクのひとつで、加熱および消化に対し
て耐性なタンパクです。
加熱卵白に対するアレルギー症状の診断
や、耐性化しにくい卵白アレルギーの診断
に有用です。

オボムコイド
牛乳アレルゲンのコンポーネントは欧州に
おいては最も多く利用されています。
臨床的な有用性はまだ研究段階ですが、
カゼイン（Bos d 8）は症状有無の鑑別や
耐性化しにくい症例の診断で有用な可能
性が報告されています。

α-ラクトアルブミン

カゼイン

β-ラクトグロブリン
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ω-５ － より安全、より正確な小麦アレルギー診断のために －
オメガファイブ

 グリアジン
即時型小麦アレルギー診断におけるω-５ グリアジンの有用性

「ω-５ グリアジン」特異的IgEの測定は
in vitro検査による小麦アレルギー診断の精度を向上します

小麦は、食物アレルギーの第3位に数えられる重要なア
レルゲンです（図1）。しかし、小麦特異的IgE陽性例の約
半数は非小麦アレルギーです。一方、ω-5 グリアジン特
異的IgEの臨床的特異度は73％で、小麦アレルギー・非
小麦アレルギーの判別に有用でした。ただし、小麦アレル
ギー群にもω-5 グリアジン陰性者が16％存在しており、
臨床的感度は84％になります（図2）。診断に際しては、
摂取時の誘発症状や小麦特異的IgEの検査結果をも併せ
て、総合的に判断する必要があると考えらます。

小麦依存性運動誘発アナフィラキシー（WDEIA）に
対する臨床的感度（陽性率）は、小麦48％、グルテン
56％、ω-５ グリアジン80％であり、小麦陽性のア
トピー性皮膚炎を対照とした場合の臨床的特異度
（カットオフ値＝0.35UA/mL）は、グルテン44％、
ω-５ グリアジン68％でした。この結果、WDEIAの
診断における臨床的感度・特異度はω-５ グリアジ
ンが最も優れており、従来検査の臨床性能を大きく
改善することが示されました。さらに、ROC解析に
より求めたω-５ グリアジン特異的IgEの最適カッ
トオフ値は0.89UA/mLで、臨床的感度、特異度はぞ
れぞれ78％、96％でした（図3）。

FDEIA（食物依存性運動誘発アナフィラキシー）は、原因
となる食品の摂取後に運動負荷が加わることで症状を発
現する、食物アレルギーの特殊型のひとつです。確定診
断に際しては、食物負荷および運動負荷試験が行われま
すが、こうした負荷試験での症状再現率は70％程度とい
われ、診断が困難なアレルギーの一つと言えます。一方
で負荷試験により重篤な症状を呈する場合もあり、血液
検査による本症に対する診断効率の向上は極めて意義が
高いと言えます。
本邦においてはFDEIAの原因食品の約6割を小麦が占め
ています（図4）。

小麦アレルギーの診断におけるω-５ グリアジンの最大の利点は、臨床的な特
異度に優れていることといえます。
即時型小麦アレルギー、WDEIAのどちらの場合においても、臨床的感度の高
い小麦粗抽出アレルゲンで小麦に対する感作を確認した後に、ω-５ グリアジン
で精査することが臨床的に有用です。

判断の参考となるω-5 グリアジン特異的IgE抗体価につ
いては、対象や検討内容の違いによって異なる値が報告
される可能性のあることに十分に注意すべきですが、私
たちの検討結果では、ω-５ グリアジン特異的IgEのカッ
トオフ値を3.5UA/mLとした場合の陽性的中率は93.8%
でした。小麦特異的IgE陽性かつω-５ グリアジン特異的
IgEがクラス3以上であれば、ほぼ間違いなく小麦アレル
ギーと診断可能です。

粗抽出アレルゲンと
コンポーネントの
使い分け

臨床的感度（％）：対象疾患者（小麦アレルギー /WDEIA）中に占める検査陽性者の割合　　　
臨床的特異度（％）：非対象疾患者中に占める検査陰性者の割合
陽性的中率（％）：検査陽性者中に占める対象疾患者の割合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

WDEIA診断におけるω-５ グリアジンの有用性
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摂取可能 経口負荷試験 除　去

小麦特異的IgE

特異的IgE抗体の結果による診断の目安（例）

小麦およびω-５ グリアジン特異的IgEの組
み合わせは小麦アレルギーの診断効率に優
れた検査ですが、実際の診断には血液検査
の結果だけでなく、詳細な問診、経口負荷試
験などで総合的に評価すべきです。

食物アレルギーにおける原因食品の割合（図1）
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Ito K et al : Allergy 63（11）;1536-1542, 2008 より改変

小麦アレルギー、非小麦アレルギーにおける
ω-5 グリアジン特異的IgE抗体価の比較（図2）
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WDEIAにおける小麦関連抗原特異的IgEの陽性率（図3）　
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FDEIAにおける原因食物の割合（図4）
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